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太田久夫 

今年は昭和百年ということである。昭和の御
み

代
よ

は、初めと終わりが一週間と

いう稀有な年号であった。 

大正十三年十一月三日、陸軍特別大演習が行われ、西砺波郡埴生村（現在の

小矢部市埴生地区）には御
お

野
の

立
だて

所
しょ

が設けられ摂 政 官
せっしょうのみや

裕仁親王（後の昭和天

皇）が統監に当たられた。雪に輝く立山連峰を目
ま

蓋
ぶた

に焼き付けられたことであ

ろう。大正十四年一月二十日の歌会始に、「山色連天（山
さん

色
しょく

天に連なる）」の

勅題で「立山の 空に聳
そび

ゆる ををしさに ならへとぞ 思ふみよのすがた

も」と詠まれた。あたかも富山県民の歌のように、親しく富山県民に唄われ

た。この御
ぎょ

製
せい

碑
ひ

が、令和七年十一月三日小矢部市に建立された。 

『富山県人』誌は、大正十五年四月『富山県及県人』として創刊された。出

版事業として百年を迎えたことになる。発刊の趣意は「人の至情である愛郷心

の上に立脚して、内に充実すると共に、人より人に、国より国に、世界の極に

まで延び拡がる越中魂を発揮する紹介機関たる本領を発揮したい」であり、今

日もこのモットーは変わらないと言えよう。海外で活躍する本県出身者を訪ね

た記事もあれば、県外に出て、地元に残って活躍している人々の情報で満載で

ある。これらの方々の活躍の分野は、政治・経済・教育・産業・衛生・青年

会・婦人会などと、全く多岐にわたっている。 

終戦直前には、国の雑誌用紙の割当制限のため、高志人社と一緒に『高志』

を共同発行した時期もあったが、昭和二十一年に復刊し、県内外の情報を載せ

ているので、今後ますます発展することと確信している。 

添付 「富山県人雑誌」発刊の趣意 




	富山県人雑誌発刊の趣意.pdf
	03_太田久夫　祝創業百年富山県人社.pdf



